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あり(Sagara，J.et a1.， Viro1ogy， 1995)、73kDaのものは熱ショックタンパク(Hsc70)で、細胞内で、
















ンベロープタンパクである Gタンパク、 M タンパクの発現分布と VAP21のそれとはパッ
チ状 (G)あるいはスポット状 (M)の同じパターンを示すようになった。 [1]【2]で得
られた知見は VAP21がウイルス粒子形成に何らかの役割を演じている可能性があること
を示唆するものである o (σSa符gaぽra払，J.et a1 










ルス、以下 SV)及び 2本鎖 DNAウイルス(単純ヘルペスウイルス I型、以下 HSV四1)
の粒子中にも検出された(ウエスタンブロット法)0 (2) ウイルス感染 BHK田21細胞ライ
セートを抗 VAP21抗体で免疫沈降したところ、 VSVではエンベロープタンパク (M)及




ものである(Yamamoto，K.et a1.， Microbio1.Imm uno1. ， 1998)。【5]VSVのG及びM タンパク
共発現細胞ライセ}トを抗 VAP21抗体を用いて免疫沈降すると G及び M タンパクが検
出されたが、 G タンパク単独発現細胞ライセートでは G タンパクは共沈されず、 M タン
パク単独発現細胞ライセートでは M タンパクの共沈が検出された(未発表データ)。これ

















(1) VAP21を発現していない種々の動物細胞にHO担、 HeLa、MDCK、COS-7) に
pZIP-NeoSV(X)1ベクター或いは tetracycline田regulatedgene expression systemを用いて VAP21




(2) VAP21遺伝子の逆向き cDNAを挿入したアンチセンス mRNA発現マウスレトロウ
イルスベクターを構築する o BHK四21細胞に発現ベクターを導入後、抗 VAP21抗体で細胞




































ろ、 VAP21発現量が 1/2---1/4に減少した細胞が得られた。この細胞に VSVを感染させた
ところ、ウイルス産生量は約 50%に減少していた。次に tetracycline-regulatedgene expression 
systemを用いテトラサイクリンにより誘導可能な VAP21発現細胞の樹立を試みた。 VAP21
の発現は培地からテトラサイクリンを除去後、間接蛍光抗体法、ウエスタンブロット法に
より確認した。 VAP21非発現細胞 (HeLa[ヒト]、 MDCK[イヌ]、 COS-7[サル]、 CHO-
K1 [チャイニーズ、ハムスターJ)に3種類の DNA (pTet四tTAk~ pTet四VAP21、pIRES-Neo)
をトランスフェクション後 4日目に蛍光抗体染色を行ったところ、 VAP21抗原陽性率は
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を定量したところ、 BHK四21NAP21では 64倍、 HmLu-1NAP21では 128倍、親株価HK21， 
HmLu-1)に比べて増加していた。次に MDCKNAP21(抗原陽性率:40旬、 COS岬 γNAP21(一
過性発現、抗原陽性率:20%)、BHK-21NAP21について VSVを感染させ、 VAP21のウイ





導との関連性について現在検討しているところである O ところで、 VAP21過剰発現細胞に
おいては細胞表面に球形の無数の vesicle形成が見られるようになった。これまでに VSV
の M タンパク単独発現において細胞表面から培養液中に vesicleが放出されることが報告
されていることから、今回、 VAP21過剰発現細胞において観察された vesicle形成がウイ
ルス粒子形成に何らかの役割を演じている可能性があることも十分に考えられる o VAP21 
のウイルス粒子形成における役割については今後さらに検討していく予定である O
【4】CD99の cDNAクローニングと発現
ヒト T細胞由来Jurkat細胞から mRNAを抽出し、 RT.・.PCR法によって CD99のcDNAを
クローニングしたO この cDNAを大腸菌で発現させて得られたポリペプチドを抗原として
ウサギを感作し、抗 CD99抗体を作製した。今後、これを用いて生化学的解析を行う予定
である O
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